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細胞生物学・解剖学　Cell Biology and Anatomy

細胞のすべての重要な機能の基礎である細胞内物質輸送及び細胞の形作りの
分子機構を、分子細胞生物学、分子生物物理学、構造生物学及び分子遺伝学
を駆使して、特にキネシンスーパーファミリーモーター蛋白群 KIFs 及び微
小管関連蛋白 MAPs に焦点をあて、研究しています。

http://cb.m.u-tokyo.ac.jp/

細胞内のモーター分子群による物質輸送の模式図
（Nature Review Mol Cell Biol 10, 2009 より転載）

●

●

●

●

●

●

●

キネシンスーパーファミリー蛋白 (Kinesin superfamily proteins, 
KIFs) の分子細胞生物学的研究
KIFs と、運ばれる Cargo との認識、結合及びその制御機構 
輸送方向の決定機構 
KIFs の動態及び作動機構の分子生物物理学的、構造生物学的解析 
KIFs の機能の分子遺伝学的研究 
KIFs と関連する疾患の研究 
MAPs の分子細胞生物学的及び分子遺伝学的研究

生体構造学　Structural Biology 
生体構造学分野（吉川研究室）では、細胞の駆動装置でありアンテナでもあ
る鞭毛・繊毛が、どのように形成され、動いているのかを、クライオ電子顕
微鏡や光学顕微鏡、遺伝学を駆使して理解することを目指している。そのた
めに、新しい画像解析方法などの技術開発も行っている。

http://structure.m.u-tokyo.ac.jp/

Three dimensional reconstruction of the outer dynein 
arm-microtubule complex from wild type. A: rigor state 
and B: relaxed state.

鞭毛・ダイニンの分子構築
ダイニンの動作原理
微小管関連タンパクの構造
クライオ電子顕微鏡の画像解析法

●

●

●

●

A
G
C
T

Molecular Cell Biology
分子細胞生物学



15

神経細胞生物学　Cellular Neurobiology

神経細胞生物学分野では、神経回路の正常な機能に必須の構造であるシナプ
スがどのように形成され維持されるのかを理解することを目指している。生
きた神経細胞内でのシナプス分子の光学的解析を神経機能の操作を目的とし
た分子生物学的手法と組み合わせて研究を行っている。

培養海馬神経細胞でのシナプス分子の定量 
（緑：シナプス後部蛋白と定量用蛍光ビーズ、 

　  赤：シナプス前部蛋白、青：微小管関連蛋白）

シナプス後肥厚部の分子構築
神経活動によるシナプス改変の分子機構
グリア細胞によるシナプス形成の調節機構
生体内におけるシナプス形成・維持の調節機構

●

●

●

●

細胞構築学　Structural Cell Biology

細胞を構築する機能分子、特に細胞骨格、微小管とその関連蛋白の構造と機
能を分子細胞生物学、分子遺伝学及び構造生物学を駆使して研究しています。

http://cb.m.u-tokyo.ac.jp/

神経細胞内の細胞骨格
（Nature Milestones 2008 より転載）

●

●

●

細胞骨格と関連蛋白の構造
細胞骨格と関連蛋白の動態
細胞骨格と関連蛋白の機能

分子生物学　Molecular Biology

発癌機構の中核をなす足場非依存性Ｓ期開始機構の解
明を進めている。

http://www.cellcycle.m.u-tokyo.ac.jp

細胞周期を制御する足場シグナル伝達経路の解明
足場シグナルによる G1-S 遷移制御機構の解明

●

●
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代謝生理化学　Physiological Chemistry and Metabolism

受精から胚形成、器官形成に至る個体発生について、分子細胞生物学・発生
工学を中心に、細胞の運命決定や「かたちづくり」を制御するシグナル機構
の解明に取り組んでいる。

http://bio.m.u-tokyo.ac.jp/

エンドセリン -1 遺伝子ノックインマウスにおける上顎
構造の下顎化（上）、下は同腹の正常マウスの骨格

神経堤細胞の発生分化と頭部・顔面の形成機構
心臓・血管の形成機構
発生におけるエピジェネティック制御機構
発生におけるマイクロ RNA の役割

●

●

●

●

細胞情報学　Cellular Signaling	

生理活性脂質の生体内での役割、膜脂質の多様性や非対称性の形成とその生
物学的意義の解明を目指した研究を行っている。また、「リピドミクス社会
連携講座」と連携し、膜脂質の系統的、網羅的解析を進めている。

http://biochem2.umin.jp/index_j.html

新規脂質メディエーターの発見・構造決定
脂質メディエーター受容体の同定・機能解析
脂質メディエーター代謝酵素の同定・機能解析
G タンパク質共役型受容体の機能制御のメカニズム
膜脂質の網羅的解析 ( リピドミクス ) と合成酵素の研究

●

●

●

●

●
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統合生理学　Integrative Physiology

霊長類の高次認知機能を生み出す大脳メカニズムを研究しています。我々の
日常生活を支える記憶や思考が、膨大な数の神経細胞間の相互作用からどの
ようにして現われてくるかを解明する為、電気生理学的方法、分子生物学的
方法、非侵襲機能画像法を総合的に駆使しています。

http://www.physiol.m.u-tokyo.ac.jp

認知課題に対するマクロ脳活動 ( 左 ) と
細胞レベルの遺伝子 (BDNF) 発現 ( 右 )

現在進行中の主な研究課題は
大脳側頭葉の記憶ニューロン群の神経回路
大脳前頭葉から側頭葉へ出されるトップダウン信号の役割
前頭葉内の機能分化と記憶・思考の要素機能
霊長類大脳における認知的長期記憶の分子生物学と光遺伝学
霊長類脳神経系への遺伝子導入法の開発

●

●

●

●

●

細胞分子生理学　Cellular and Molecular Physiology

感覚・知覚の脳内神経機構や、感覚入力による情動誘起の神経機構を
研究しています。この目的のため、情動と密接に関連する「嗅覚系」
に焦点をあて、多様な研究手法を用いて研究を進めています。また、
睡眠時の嗅覚神経回路の再編と嗅覚記憶の長期固定化の研究もしてい
ます。

http://morilab.m.u-tokyo.ac.jp/

嗅覚の神経回路と脳の匂い地図

脳の嗅覚系神経回路の機能の研究 ( 匂い情報を行動反応へ翻訳す
る神経メカニズムの解明）
成体脳における新生ニューロンの神経回路への組み込みメカニ
ズムや除去メカニズムの研究
徐波睡眠時の嗅皮質および嗅球の神経回路の再編の研究

●

●

●

Functional Biology
機能生物学



18

細胞分子薬理学 Cellular and Molecular Pharmacology

生命において重要な信号伝達機構である細胞内カルシウムシグ
ナルについて、基本機構の解明を目指しています。さらにそれ
を基盤として、カルシウムシグナルの未知機能を中枢神経系で
探索するとともに、シグナル分子イメージング法を駆使して脳
機能の理解に迫りたいと考えています。

http://calcium.cmp.m.u-tokyo.ac.jp/

当研究室の Ca2+ シグナル研究の概要

カルシウムシグナルの基本機構の研究
カルシウムシグナルにより制御される未知機能の探索
シグナル分子イメージング法による神経細胞およびグリア 
細胞の機能解析

●

●

●

神経生理学　Neurophysiology

脳機能の基盤をなすシナプスの働きとその生後発達、学習、記
憶に伴う変化について研究しています。ニューロンの活動をリ
アルタイムで観察するために、電気生理学、分子生物学、機能
分子イメージング等の様々な手法を用いています。 

http://plaza.umin.ac.jp/˜neurophy/

内因性カンナビノイドによる逆行性シナプス伝達調節の分子機構

小脳のシナプス機能と回路構造の生後発達
内因性カンナビノイドによる逆行性シナプス伝達調節
個体脳におけるシナプス統合
小脳シナプス可塑性と運動学習

●

●

●

●

分子神経生物学　Molecular Neurobiology

脳高次機能の分子機構解明を目的に、グルタミン酸受容体と記憶に焦
点を当てて研究を進めている。マウスとゼブラフィッシュの分子遺伝
学を駆使して、シナプス形成と記憶シグナリングの関係、特定の脳部
位の可塑性と脳機能の関係を明らかにしようとしています。

http://www.pharmacol2.m.u-tokyo.ac.jp/

シナプス分子から脳高次機能と精神疾患へ

特定領域のグルタミン酸受容体が脳機能に果たす役割
	◦記憶・学習の鍵回路の同定
	◦記憶・学習の制御機構
	◦意志決定の機構
グルタミン酸受容体刺激から記憶形成に至るシグナリング機構
シナプス形成とシナプス再編の分子機構
	◦シナプス形成の分子機構
	◦成熟脳におけるシナプス再編機構

●

●

●
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人体病理学・病理診断学  Pathology and Diagnostic Pathology

がんを始めとした病気の成り立ち、振る舞いを、形態学を通して研究
している。生検、細胞診、手術標本、病理解剖により臨床医学に治療
指針を提供する一方、臨床との対話を基に新たな病気・病態を発見す
ることが目標である。

http://pathol.umin.ac.jp/

慢性炎症と腫瘍
	◦Epstein-Barr ウイルス関連胃癌
	◦癌のエピジェネティクス
	◦癌間質相互作用
	◦肺腺癌と瘢痕形成
	◦肺線維症と肺癌
分子病理学の病理診断への応用
	◦癌治療標的分子の探索
	◦腫瘍悪性度診断の客観化
	◦病理診断の迅速化

●

●

分子病理学　Molecular Pathology

TGF-β ファミリーのサイトカインのシグナル伝達機構
を明らかにし、癌の進展との関連を解明する。またマ
ウス ES 細胞の血管内皮細胞をはじめとした種々の細
胞への分化のメカニズムを明らかにし、血管・リンパ
管疾患治療の新たな戦略を確立する。

http://beta-lab.umin.ac.jp/

TGF-β によるシグナル伝達経路（左）と乳腺上皮細胞の EMT（右）

TGF-β と BMP による細胞増殖の抑制と促進の分子
メカニズム
上皮−間葉系細胞転換（EMT）における TGF-β の役割
TGF-β ファミリーの癌幹細胞に対する作用
血管・リンパ管病変におけるTGF-βファミリーの役割
血管・リンパ管の分化と疾患

●

●

●

●

●

Pathology, Immunology and Microbiology
病因・病理学
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感染制御学　Infection Control and Prevention

感染制御学は医療関連感染（healthcare-associated infection）の制御を
目的とした臨床活動と、肝炎ウイルスや HIV による感染症、日和見感染症、
宿主の免疫反応を主な対象とした研究活動を行なっている。感染症に対する、
先手を打ったトータルな感染対策の確立を目指している。

感染制御チームラウンド

医療関連感染制御の組織的方法の確立
肝炎ウイルスに対する感染制御・治療法の開発
C 型肝炎ウイルスによる肝発がん機構とその抑制法の開発
HIV 感染症の進展に関する研究
ウイルス感染症におけるミトコンドリア機能障害機構
B 型肝炎ウイルスによる病原性発現機構の解析
日和見 CMV 感染症の新規診断法開発と病態解明
細菌による血球細胞の活性化機序の解析
病原体感染時の自然免疫応答機構の解析
多剤耐性菌出現機構

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

微生物学　Microbiology

ヘリコバクター・ピロリ菌感染を起点とする胃がん発症の分子
機構を主要テーマに研究を進めている。得られた成果を、ヒト
全癌の半数を占める感染・炎症がんの制圧に向けた新たな予防・
治療法開発につなげる。

http://microbiology.m.u-tokyo.ac.jp/

胃上皮細胞に付着するピロリ菌

ピロリ菌発がんタンパク質 CagA の構造生物学的解析
CagA が標的とする細胞内シグナル系の解明
胃発がん機構のマウス遺伝学的解析
胃がん感受性を規定する宿主側遺伝的要因の解析
炎症と発がんを繋ぐ分子機構解明とその遮断によるがん予防

●

●

●

●

●

免疫学　Immunology

サイトカイン、中でもインターフェロン (IFN) 、インターロイキ
ン –2 の 遺 伝 子 解 明 に 始 ま り、 特 に IRF (IFN Regulatory  
Factor) ファミリー転写因子による遺伝子発現調節、受容体を介
した情報伝達系の研究を柱に、新しい技術を導入しながら免疫・
生体防御という複雑系の解明を目標とした先端的研究を目指す。

http://www.immunol.m.u-tokyo.ac.jp/

自然免疫系における IFN-α/β のシグナル伝達・遺伝子発現の制御
機構の解析
自然免疫系および適応免疫系における免疫応答での IRF ファミリ
ー転写因子の役割の解明
自然免疫系と適応免疫系との連携における樹状細胞の成熟・活性
化とその制御機構の解明
核酸による自然及び適応免疫系の活性化と病態との関係の解析
IRF ファミリー転写因子による抗腫瘍応答のメカニズムの解析
粘膜免疫系のシグナル系調節

●

●

●

●

●

●
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放射線医学 ( 放射線診断学、放射線治療学、核医学 ) Radiology

21 世紀を迎え、コンピューター支援なくしては診断・治療の効率化、高精度
化は成しえない現在、放射線医学教室では、各種画像情報の取得・抽出・解析
による診断、治療支援に関する研究を多角的な方面から行っている。

http://www.ut-radiology.umin.jp/

コンピューター支援技術を用いて解析された代表
的画像

放射線診断学
	 ◦脳動脈瘤の自動検出、肺疾患の自動診断のための画像解析
	 ◦ MR 拡散テンソル画像に基づく脳白質線維の抽出と脳内ネットワーク解析
	 ◦肝臓形状、機能モデリング手法の開発
	 ◦関心領域法または voxel-base 解析による脳機能解析
放射線治療学
	 ◦強度変調放射線治療 (Intensity modulated radiotherapy: IMRT) および
		  定位放射線照射 ( ガンマナイフ・シナジー ) に基づく放射線線量分布の最適化
	 ◦放射線障害の軽減を目的とした臨床的・生物学的研究
核医学
	 ◦ポジトロン CT(PET) を用いた神経伝達機能の解析および癌診断法の開発
	 ◦ドーパミン、セロトニン、アセチルコリン等の神経受容体測定、脳活動時の
		  内因性神経伝達物質放出量測定法の開発
	 ◦アミノ酸、糖、核酸代謝イメージングによる癌の診断法の開発

●

●

●

生体情報学　Chemical Biology and Molecular Imaging

生細胞内、動物個体内で起こる様々なイベントを、高感度に可視
化するオリジナル有機小分子蛍光プローブの設計・合成・開発を
中心に、全く新しい生体分子イメージング技術の創製を目指した
ケミカルバイオロジー研究を行っています。最近開発に成功した
in vivo 微小がん部位検出を可能とする蛍光プローブについては、
外科医と協同して、ヒト摘出サンプルでのライブイメージングも
試みています。

http://cbmi.m.u-tokyo.ac.jp

光機能性プローブの論理的精密設計法の確立
新規蛍光プローブ、増感プローブ、ケージド化合物の開発とその生物
応用
開発した光機能性プローブの応用による、in vivo がんイメージング・
治療

●

●

●

Radiology and Biomedical Engineering
生体物理医学
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生体機能制御学　Biosystem Construction and Control

人工臓器を中心とした先端 ME 診断治療技術に関する幅広い研究開
発を行っています。特に人工心臓の研究開発では、空気圧駆動式人
工心臓を用いて、完全置換型人工心臓動物の世界最長生存記録を有
しています。現在、モーター駆動による完全埋込式人工心臓の完成
を目指して総合的な研究開発を行っています。

http://www.bme.gr.jp/

体内埋込式完全置換型人工心臓（波動型完全人工心臓）と
人工心臓装着ヤギ

体内埋込式完全置換型人工心臓
体内埋込式補助人工心臓
高分子人工弁
次世代型人工肺
組織工学的人工臓器
血液適合性材料
体内埋込式圧センサー
体内埋込式血管新生観察プローブ

●

●

●

●

●

●

●

●
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神経病理学　Neuropathology

アルツハイマー病、パーキンソン病などの代表的な神経変性疾患における細胞
変性・細胞死の機序の解明と治療法開発を目的に研究を行っている。

パーキンソン病・Lewy 小体に蓄積した
リン酸化αシヌクレインの同定

γセクレターゼの構造と機能の解明
γセクレターゼ阻害薬の作用機構の解析
アミロイドβペプチドの産生・蓄積・クリアランス機構の研究
アミロイド結合蛋白質（CLAC など）の病的機能の解析
αシヌクレインの蓄積・毒性機構の解明
家族性パーキンソン病遺伝子 LRRK2 の機能解明
アルツハイマー病根本治療薬実用化ストラテジーの確立
(J-ADNI 臨床研究の推進 )

●

●

●

●

●

●

●

神経生化学　Neurochemistry

神経回路は、神経細胞の結合と機能的なシステム形成のための厳格な「設計図」
と、個体ごとに内部・外部の環境変化に刻一刻と対応しその経験を蓄積できる

「適応性・学習能力」という、「剛」と「柔」の性質を併せ持つ。この特性は、
シナプスにおける電気的シグナルと化学的シグナルの絡み合いから成り立って
おり、本分野では、その一つ一つを同定し、そのダイナミクスを明らかにする
ことを通じ、脳の作動原理を明らかにする。

http://www.neurochem.m.u-tokyo.ac.jp/

グルタミン酸光融解によって活性化される海馬
錐体細胞スパイン内分子動態の計測 (A)、小脳
プルキンエ細胞の樹状突起アクチン細胞骨格の
可視化 (B)

synapse-to-nucleus、および nucleus-to-synapse シグナリング機構の解明
synapse-to-cytoskeleton シグナリング機構の解明
軸索・樹状突起スパイン形成のシグナリング機構の解明
新規 CaMK ファミリー分子の機能解明
単一シナプス内局在分子動態の可視化とライブ計測
マウス個体における細胞内シグナリングのライブイメージング法の開発

●

●

●

●

●

●

Neuroscience
脳神経医学



24

認知・言語神経科学　Cognitive Neuroscience

ヒトの認知的行動の神経機構を明らかにすべく、機能的 MRI、脳波、
磁気刺激を用いた研究を行っている。

http://square.umin.ac.jp/dcntky/

作業記憶と認知制御の脳内メカニズムの解明
注意、知覚と意識の脳内メカニズムの解明  
脳活動にもとづく行動、心理状態予測モデルの構築

●

●

●

神経生物学　Neurobiology

本研究室では、独自のユニークな技術を開発し、それ
らを生理学実験に駆使することで中枢神経系を中心と
した生理機能の制御機構の解明を目指している。現在
は細胞機能の可視化解析のための新規基盤技術の開発
とゲノム規模の高性能 RNAi ライブラリー作製技術の
開発を行っている。また、これらの技術を実際の生理
学的研究に適用することによって、中枢神経系でのシ
ナプス機能の制御機構など、様々な細胞機能の制御機
構を統合的に理解することを目指している。

http://www.neurobiol.m.u-tokyo.ac.jp/

新規に開発したグルタミン酸プローブによる培養海馬神経細胞のシナプスからの
グルタミン酸放出の可視化

こころの発達医学　Child Neuropsychiatry

自閉症や注意・欠如多動性障害（ADHD）などの発達障害をはじ
めとするこころの発達の問題は増加の一途をたどっており、脳神
経医学の視点から臨床と研究を結びつけることが求められていま
す。
自閉症スペクトラム障害（ASD）、ADHD、重症なチック障害で
あるトゥレット症候群、児童思春期強迫性障害（OCD）を主な研
究対象として、科学的な臨床評価に基づく精神・行動指標の解析、
神経心理、脳神経画像や遺伝子など多面的なアプローチを統合し
て脳とこころの発達における問題に取り組みます。

トゥレット症候群、児童思春期 OCD の臨床評価・神経心理の検
討及び遺伝研究
ASD、ADHD、トゥレット症候群に関する MRI, fMRI, NIRS を
用いた脳画像解析
ASD の遺伝・環境要因の検討
ADHD に対する薬物療法及びペアレントトレーニングの効果予測指
標の開発
ASD の治療教育及び集団認知行動療法の効果の検証

●

●

●

●

●
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神経内科学　Neurology

高齢化社会の到来に伴い神経内科医のニーズはますます高くなっ
てきている。神経内科学教室では、神経内科専門医の育成を行
うと共に、神経変性疾患、免疫性神経疾患、神経筋疾患などの
病態の解明、治療法の開発に向けて、分子レベルからシステムレ
ベルにいたる幅広い先端的な研究を推進している。

●

●

●

●

●

●

●

分子遺伝学的研究（疾患遺伝子の解明、病態機序の解明、治療法
の開発）
神経疾患の分子病態研究（単一細胞を用いた遺伝子、RNA 
editing、蛋白構造・機能解析）
神経疾患の免疫学的研究（自己抗体、糖鎖解析）
神経生理学的研究（磁気刺激、近赤外線、脳磁図、PET、fMRI）
病理学的研究（生検・部検材料、光顕・電顕的免疫組織化学、画像解析）
多施設共同研究（臨床研究、新薬治療研究）
新規治療戦略の開発

http://square.umin.ac.jp/neurotky/

精神医学　Neuropsychiatry

精神疾患は社会経済コストが非常に高く、その克服は国民の最大の関
心事です。当教室では、統合失調症および発達障害を主要な克服対象
とし、神経画像・遺伝子・動物実験を組み合わせた生物学的なアプロ
ーチに、こころの発達診療部やデイホスピタルのフィールドを生かし
た心理社会的アプローチを加えた統合的な研究を、長期的な視野にた
って展開します。以下の研究を手がけ、当事者の利益に結実させてい
きます。我が国の精神医学研究に不足している、臨床研究体制や研究
者教育プログラムの整備、基礎神経科学研究との連携についても積極
的に推進します。

●

●

●

●

統合失調症の前駆状態から初発統合失調症に至る時期の縦断研究
（Integrated Neuroimaging studies in Schizophrenia Targeting 
Early intervention and Prevention; IN-STEP; 
http://plaza.umin.ac.jp/arms-ut/)
双生児を対象とした総合的研究

（Todai Twin Project with Integrative Neuroimaging; Todai-TWIN; 
http://npsy.umin.jp/study/exam.html)
発達障害の総合的研究
医療機器を薬剤選択・薬効予測の臨床検査法として確立するための臨床試験

http://www.h.u-tokyo.ac.jp/patient/depts/n_md.html

高解像度マルチモダリティ・ニューロイメージングを用い
た精神疾患の脳病態解明

脳神経外科学　Neurosurgery

脳の世紀といわれる 21 世紀において、神経科学を外科的な側
面から追究すべく臨床・研究・教育を行っている。頭蓋底腫瘍
や悪性神経膠腫等の集学的治療に代表される高度な臨床医療、
また臨床から派生する脳腫瘍や脳血管障害の実験的研究を行っ
ている。

●

●

●

●

●

●

●

●

治療困難な良性・悪性頭蓋底腫瘍・頭蓋底血管病変に対する
治療法の開発
てんかんを含めた機能脳神経外科治療の開発
悪性脳腫瘍に対する新規治療法の開発
ガンマナイフの臨床研究
脳神経外科手術における脳機能画像の研究
VR 技術を用いた手術シミュレーション法の開発
虚血性神経細胞死のメカニズムの解明
脳血管内治療用ステントの開発

http://www.h.u-tokyo.ac.jp/neurosurg/

三次元融合画像と tractography を用いた手術シミュレーション画像
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分子予防医学　Molecular Preventive Medicine

免疫担当細胞はリンパ組織と末梢組織の間を機能や役割を
変えながら刻々と移動し免疫システムを構築している。各
種病態の背景には、免疫担当細胞による末梢の組織細胞の
量的・質的変化が存在する。免疫担当細胞の生体内遊走を
制御するケモカインを中心に、炎症・免疫反応制御機構の
解明により各種病態・疾患の治療・予防（ワクチン開発）
への端緒を見出すことを目指す。

http://www.prevent.m.u-tokyo.ac.jp/

慢性炎症に伴う臓器線維化の分子・細胞基盤に関する研
究
ケモカインによる炎症・免疫反応機序の解明とそれに基
づく疾患（GVHD、腫瘍、感染症、自己免疫疾患）治療・
予防戦略の提示
次世代型シークエンサーを用いた定量的遺伝子発現解析
とその制御機構の解明

●

●

●

GVHD

V

公衆衛生学　Public Health

公衆衛生学は、社会の組織的な取り組みによって、人々の健康や
QOL を維持・増進する実践活動のための知識や技術の総体です。
本分野ではこの特長に沿い、国内外のフィールドでの調査活動と
研究室での実験的・数量的分析の有機的連係を重視しつつ教育・
研究を進めています。

http://publichealth.m.u-tokyo.ac.jp/

全国自治体における医師分布

医療制度の効率性と公平性に関する実証研究
医療従事者の需給に関する研究
職域・環境における健康障害やその要因の測定と疫学研究
産業保健活動の評価研究
医療サービスの効果・効率・質に関する研究

●

●

●

●

●

Social Medicine  
社会医学
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臨床医学オントロジーの研究開発との臨床応用
医療情報データベースの施設間共有と臨床疫学応用
自然言語処理技術による医療データの知識抽出
リアルタイム医療安全監視警告システムの研究開発
医療機関経営評価と医療資源配置分析

●

●

●

●

●

医療情報経済学  Medical Informatics and Economics

研究教育部門は大学院講座、実務部門は東大病院の企画情報運
営部として全体が一体で運営されており、講師以上のスタッフ
は事実上両方を担当している。公共健康医学専攻医療情報シス
テム学教室とも兼務であり、主として以下のテーマで教育研究
を行っている。また病院の医療情報管理の実務部門として医療
情報システムの開発、運営をおこなうと同時に、情報技術の医
療への先進的応用、技術評価、医療情報の標準化領域での実践
活動を行っている。

http://www.m.u-tokyo.ac.jp/medinfo/

臨床医学オントロジーの構築

新しい睡眠時無呼吸症候群ラットモデルの確立と心不全・肺高血圧
病態の解明
心筋梗塞、合成麻薬による心臓性突然死・心筋病変の機序に関する
研究
身体拘束ストレスラットのタコツボ心筋症様病態に関する研究
脳挫傷病変の進展の分子機構に関する研究
死因究明制度における情報開示、遺族対応、臓器の研究利用に関す
る研究
解剖事例を通じた薬物・組織・DNA 検査法等の改良・開発

●

●

●

●

●

●

法医学　Forensic Medicine

異状死や診療関連死の解剖・検査・裁判対応の実務に従事するほか、
下記の研究を行っている。

http://plaza.umin.ac.jp/˜forensic/

法医解剖室



呼吸器内科学　Respiratory Medicine

肺癌や慢性閉塞性肺疾患（COPD）など呼吸器疾患の患者数は今後、飛躍的
に増加することが予想され、呼吸器領域の研究成果が期待されている。教室
では肺癌、気管支喘息、COPD など多様な呼吸器疾患を対象として基礎・臨
床研究を展開している。特に呼吸器疾患の発症分子機構の解明を進めること
により、新治療法の開発・実現化を目指している。

http://kokyuki.umin.jp/

肺線維症のマウスモデル

COPD、気管支喘息、肺線維症に関する臨床研究
びまん性汎細気管支炎（DPB）や間質性肺疾患の疫学
急性肺障害、ARDS の発症分子機構の解明
肺線維症の発症分子機構の解明（図を参照）
遺伝子改変マウスを用いた疾患モデルの解析
ディーゼル排出物など大気汚染物質による気道過敏性について
気道上皮、平滑筋、好酸球などにおけるケモカイン、サイトカイン、エイコサノイドの役割
DNA メチル化と肺癌
siRNA ノックダウンベクターの開発
CpG island searcher の確立

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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慢性炎症における臓器・細胞・分子間連関の解明
心血管系の発生および循環器疾患における遺伝子転写調節機構の解明
心肥大と心不全：病態機構の解析と新しい治療法 ( 遺伝子治療など ) の開発
平滑筋細胞の分化機構の解明と臨床応用（動脈硬化、血管形成術後再狭窄）
種々の疾患における血管内皮機能障害の研究
循環器疾患における遺伝子多型と危険因子の解析
心臓シュミレーターによる最適医療の開発
データベース構築による診療情報活用と、研究への連携
病態の解析と新規治療の開発（重症心不全、心移植、マルファン症候群、肺高血圧症、先天性心疾患、心臓リハビリなど）
循環器疾患の画像診断の研究（心エコー図、MRI、CT、核医学など）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

循環器内科学　Cardiovascular Medicine

虚血性心疾患、心不全、心筋症、不整脈、動脈硬化、高血圧など、心血
管系の疾患ないしは病態の病因、病態生理、診断および治療に関する基
礎的・臨床的研究を、幅広い研究手法（分子生物学から疫学、バイオイ
ンフォーマティクスまで）を用いて行っている。

http://plaza.umin.ac.jp/~utok-card/

Internal Medicine
内科学
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腎臓内科学／内分泌病態学  Nephrology / Endocrinology

腎臓および内分泌疾患の病態生理を形態学・生理学・免疫学・分子生物学な
どから多面的に解析し、診断・治療への展開を目指している。特に、高血圧
は腎臓・内分泌の両者と深く関わっており、また、全身の臓器障害にかかわ
るので中心的テーマである。

http://plaza.umin.ac.jp/˜kid-endo/top.html

腎生理と組織形態学
免疫学的腎疾患の病態解析
慢性腎不全の病態および進行に関わる因子の解析
腎疾患における血管内皮細胞障害と血管病変
NO と酸化ストレスの腎疾患と高血圧における役割
ミネラルと骨に関わる疾患の臨床的・基礎的研究
核内ホルモン受容体の作用機構
高血圧の病態生理とアドレノメデュリン・酸化 LDL 受容体
Ｇ蛋白シグナルと疾患
高血圧のエピジェネティクス

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

消化器内科学　Gastroenterology

消化器内科疾患、特に原発性及転移性肝癌に対する経皮的治療、消化管腫瘍や胆
道・膵臓の腫瘍・結石に対する内視鏡的治療については、その実績は世界的にも
トップランナーの一施設であると自負している。これらの難治疾患に対して、よ
り正確な診断と最適な治療法の確立を目指し、臨床研究はもとより、動物モデル
作製、遺伝子・蛋白質情報の網羅的検索など多岐に亘る基礎研究を遂行している。

http://www.h.u-tokyo.ac.jp/gastro/

B 型・C 型肝炎に対するより良い治療法の開発
ウイルス肝炎における肝発癌機序の解明
肝細胞癌・転移性肝癌に対する良い治療法の開発
ヘリコバクター・ピロリによる胃粘膜障害機序の解明
大腸、特に右側大腸（盲腸、上行結腸）発癌機序の解明
進行胆道・膵臓癌に対するより良い治療法の開発
胆道・膵臓の腫瘍・結石に対するより良い内視鏡的治療法の開発
慢性膵炎に対するより良い診断及治療法の開発
早期胃癌・食道癌・大腸癌に対する内視鏡的一括切除法の開発
代謝関連肝疾患発生機序の解明
小腸疾患に対するより良い診断及治療法の開発

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

代謝・栄養病態学　Nutrition and Metabolism

当科では糖尿病、脂質代謝異常、肥満、メタボリックシンドローム、動脈硬化と
いったさまざまな代謝疾患の分子機構の解明に力を入れている。解明には発生工
学的手法を用いて作製したモデル動物や DNA チップ、エピゲノム、RNA テク
ノロジーなどの最先端技術や分子遺伝学、臨床疫学、バイオインフォマティクス
などの最新情報学を用いた総合的なアプローチを用いている。最終的にはそれぞ
れの病態の分子機構に根ざした根本的な治療法と予防戦略を見出すことを主題と
している。

肥満に関連したインスリン抵抗性の分子メカニズム（アディポカインを中心に）
核内受容体や共役因子によるインスリン抵抗性や肥満の転写制御機構
インスリンシグナル伝達の分子機構
2 型糖尿病におけるインスリン分泌不全の分子機構
2 型糖尿病の感受性遺伝子とリスク因子
2 型糖尿病の正確な診断アルゴリズムの発展
脂肪蓄積と肥満の分子機構
脂質代謝の転写制御機構
動脈硬化の分子機構
糖尿病・脂質代謝異常・動脈硬化の発生工学的な手法を用いたモデル動物の作製・解析

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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アレルギー・リウマチ学　Allergy and Rheumatology

アレルギーやリウマチ性疾患における免疫異常を的確に把握し、生体に
とって不利にならない合理的な治療法を構築することが重要なテーマで
す。基礎免疫学の進歩を基盤にしながら、臨床からの独自の視点でそれ
らを応用・展開しようと努力しています。

病変集積 T 細胞クローンの情報を用いた
抗原特異的機能 T 細胞の再構築と臨床応用

生体内の情報を利用した抗原特異的 T 細胞の試験管内再構築と抗原特異的免疫療法
の開発
自己抗原に対するトレランスのメカニズムと自己免疫応答の制御法の開発
経口トレランスのメカニズムと臨床応用
抑制性 T 細胞の分化・誘導と臨床応用
細胞内シグナルと免疫疾患
リウマチ性疾患のゲノム解析
ゲノム創薬による新しい免疫抑制薬の開発
喘息における気道過敏性と気道リモデリングの制御
アレルギーにおける IgE とマスト細胞の相互作用とその制御
ケモカインのアレルギーにおける役割と治療的意義の解明

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

血液・腫瘍病態学  Hematology and Oncology

白血病、悪性リンパ腫などの造血器悪性腫瘍や骨髄異形成
症候群、再生不良性貧血などの造血障害性疾患を含む多岐
にわたる造血器疾患の発症機構、診断および治療に関する
基礎的・臨床的研究を、分子生物学、発生工学、免疫学な
どの手法を多面的に用いて行っている。造血細胞の転写制
御、シグナル伝達、造血幹細胞の制御機構の解析から、ゲ
ノム医学、再生医学、移植・腫瘍免疫を基盤とした疾患・
治療研究まで展開し、臨床への応用を目指している。

http://www.h.u-tokyo.ac.jp/hematology/

造血幹細胞の維持・分化機構の究明
造血器腫瘍におけるゲノム・遺伝子異常の解析
白血病発症の分子機構の解明
発生工学を用いた免疫システム構築の解析
ヒト ES・iPS 細胞を用いた造血細胞における再生医学

●

●

●

●

●

生体防御感染症学　Infectious Diseases

HIV や C 型肝炎ウイルス、B 型肝炎ウイルス等の肝炎ウイルス感染症、日和
見感染症、宿主の免疫反応を主な研究対象とし、病原微生物に対する生体防
御機構の解析などを中心に研究を行っている。それらの成果を踏まえ、ウイ
ルス感染症に対する新たな予防・治療・発症抑制法の開発も行っている。

肝炎ウイルスに対する感染制御・治療法の開発
HIV 感染症の臨床的研究
C 型肝炎ウイルスによる肝発がん機構とその抑制法の開発
HIV 感染症の進展に関する研究
C 型肝炎ウイルスによる肝外病変発生機構とその抑制法の開発
B 型肝炎ウイルスによる肝発がん機構とその抑制法の開発
B 型肝炎ウイルスによる病原性発現機構の解析
インフルエンザウイルス感染症の病態解析
細菌による血球細胞の活性化機序の解析
病原体感染時の自然免疫応答機構の解析
多剤耐性菌出現機構

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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臨床病態検査医学　Clinical Laboratory Medicine

病院検査部と一体となり、新しい検査法の開発・改良、各種病態の臨
床検査を通した解析を行っている。

リゾリン脂質性メディエーターの（病態）生理学的意義の解明と
その測定の臨床検査医学的応用
血小板生物学、肝臓病学
遺伝子検査
生理活性ペプチドとくにアドレノメデュリンの研究
酸化ストレスと臓器障害
フローサイトメトリーを用いた細胞表面抗原の解析並びに定量
超音波による心左室機能の解析
呼吸機能と種々の病態との関連
脳磁図による視聴覚統合の神経機構の研究

http://lab-tky.umin.jp/

フローサイトメーターと細胞分析パターン

●

●

●

●

●

●

●

●

●

ストレス防御・心身医学  Stress Sciences and Psychosomatic Medicine http://psmut.umin.ac.jp/

Ecological Momentary Assessment（EMA）：「現象を日常生活下で、そ
の瞬間に評価・記録する方法」と定義されるもので、携帯型コンピュータを
用いて、日常生活下において、自覚症状や行動などのモニタリングツール、
身体活動度や自律神経機能などの客観的指標の評価記録ツールの開発および、
それらを用いた各種疾患の病態解明、新たな治療法の開発を行っている。
摂食関連物質を中心とした生化学的手法：摂食障害を中心に、AGRP や
FGF23 などの新規発見物質を検討することにより、病態の解明を行っている。
生理学的手法：自律神経機能を、非浸襲的な方法による心拍変動、血圧変
動などの線形解析のみならず、フラクタル解析などの非線形解析を行うこと
により、摂食障害を中心とした疾患の病態解明を行っている。
心理学的手法：東大式エゴグラムの開発を行っている。

●

●

●

●

輸血医学　Transfusion Medicine

輸血医学教室では、臨床面においては輸血用血液製剤の一元管理・検査・供給を行なうことにより、安全かつ適切な輸
血療法の実施を目指している。また、待機的手術患者に対して、現在最も安全とされる自己血輸血を普及させるため、
積極的に取り組んでいる。さらには、造血幹細胞移植のための末梢造血幹細胞の採取・処理・保存、癌免疫療法のため
の樹状細胞の採取・培養、および習慣性流産患者の免疫療法のための末梢リンパ球の採取・分離を行なっている。特殊
検査として、移植（造血幹細胞、臓器）患者の組織適合検査及び輸血副作用患者の血小板、顆粒球抗原・抗体検査を実
施している。研究面では各種血球（赤血球、白血球、血小板）および内皮細胞の血清免疫学的研究、樹状細胞を用いた
癌免疫療法に関する研究および臨床応用、抗血管新生療法に関する研究、新たな癌免疫療法の開発のための研究、また
抗血栓性医療材料の開発研究に積極的に取り組んでいる。

血小板型（HPA）および抗血小板抗体に関する研究
白血球型（HLA）および抗 HLA 抗体に関する研究
顆粒球型および抗顆粒球抗体に関する研究
抗内皮細胞抗体の検出とその臨床的意義に関する研究
血小板機能解析法の開発に関する研究／抗血管新生療法に関する研究
新たな癌免疫療法の開発に関する研究／抗血栓性医療材料の開発研究
造血幹細胞を用いた再生医学に関する研究

http://square.umin.ac.jp/traf-tky/

●

●

●

●

●

●

●

一次性頭痛や生活習慣病などの心身症、摂食障害、がん患者などを対象に、行
動医学の新しい方法である Ecological Momentary Assessment（EMA）、摂食
関連物質を中心とした生化学的手法、自律神経機能を中心とした生理学的手法、
質問票を用いた心理学的手法を用いて、病態の解明、疾患の診断・病状の客観
的指標の開発、治療法の開発などの研究を行っている。
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生殖内分泌学　Reproductive Endocrinology

われわれは女性の生涯（思春期、生殖年齢、更年期、閉経後女性）にわたる
リプロダクティブヘルスを包括的に管理するという観点から、基礎研究及び
臨床研究に基づいて、高度な生殖医療を追求し、効率的かつ安全な治療法の
開発を進めている。

http://square.umin.ac.jp/tkyobgyn/

顕微授精（卵細胞質に精子を注入）

効率的で安全性の高い不妊治療の確立
生殖補助医療技術の開発
着床における子宮内膜と胚の相互作用に関する研究
子宮内膜症の病態に関する研究
卵胞発育の局所調節機構の解明
高度内視鏡手術の技術開発
閉経後女性に対するホルモン補充療法の開発
更年期女性に対する薬物療法

●

●

●

●

●

●

●

●

生殖腫瘍学　Gynecological Oncology

これまで子宮頸癌の発癌機構に関する研究により、パピローマウイル
スによる発癌機構の解明、ワクチンによる予防法の開発、さらに新規
癌抑制遺伝子の発見などの成果をあげている。また、卵巣悪性腫瘍の
予後改善を目指して、拡大手術術式や的確な化学療法の選択法の開発
を進めている。

http://square.umin.ac.jp/tkyobgyn/

腫瘍細胞における癌抑制遺伝子 scribble の発現

婦人科悪性腫瘍に対する拡大手術術式の開発
病理組織および分子マーカーに基づく化学療法の選択法の確立
婦人科悪性腫瘍における癌抑制遺伝子の解析
婦人科悪性腫瘍の臨床像と分子マーカーの関連に関する研究
パピローマウイルスワクチンによる子宮頸癌の予防法の開発

●

●

●

●

●

Reproductive, Developmental and Aging Sciences
生殖・発達・加齢医学
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分子細胞生殖医学  Molecular Cellular Reproductive Medicine

分子生物学、細胞生物学、遺伝学の知識・手法を用いて、生殖医療にお
ける各種病態にアプローチしている。現在、内分泌攪乱物質の生殖・発
育に及ぼす影響、性分化異常、遺伝子異常の研究が進行中である。

内分泌攪乱物質の生殖に及ぼす影響に関する研究
胚発育に対する影響
精子形成に対する影響
子宮内胎児発育に関する影響
分子遺伝学を応用した出生前診断法の確立
胚の発生・発育における分子生物学的機序の解明

●

●

●

●

●

●

内分泌攪乱物質の初期胚への作用機序

周産期医学　Perinatal Medicine

超音波診断技術を中心に、より正確に胎児情報を把握する出生前診断
技術の開発や、妊娠の生理・病理における免疫の関与の研究を行って
いる。その基礎研究成果に基づいて習慣流産や妊娠高血圧症候群の新
たな治療法を開発している。

http://www.iiosan.umin.jp/

胎児の 3 次元超音波像

早期出生前診断技術の開発
3 次元超音波診断装置を用いた胎児診断法の確立
習慣流産の治療法の開発
高度合併症妊娠の管理法の確立

●

●

●

●

小児科学／発達発育学  Pediatrics / Developmental Pediatrics

小児のからだとこころのすべての問題に対して診療、教育、研究をし
ています。特に分子生物学的アプローチによる先天性疾患の原因解明
では世界的業績をあげています。

http://square.umin.ac.jp/ped/

難治性腎疾患・尿細管疾患の分子診断、発症機序の解明と集学的治療
血液悪性腫瘍の分子的発症機序の解明と骨髄移植
先天性複雑心奇形の診断、発症機序の解明と集学的治療
免疫不全症候群とアレルギー疾患の発症機序の解明と集学的治療
極小未熟児と先天性気道・肺形成異常の集学的治療
新型乳酸菌を用いた未熟児・新生児の感染防御機構の増強
難治性神経筋疾患、先天代謝異常症の診断と治療
こころの問題への集学的対応
育児における母子支援システムの開発

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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小児腫瘍学　Pediatric Oncology

小児固形腫瘍の治療をおこなっています。特に悪性腫瘍は化学療
法と手術治療の効果的な組み合わせで治療成績を上げることを目
標に、小児科血液腫瘍チームと密接な連携のもとに治療に当たり
効果を上げています。

Wilms 腫瘍細胞株の微細形態

神経芽細胞腫の遺伝子解析と予後因子の解析
ウイルムス腫瘍の発症に関する研究
ウイルムス腫瘍の細胞生物学的特徴の解析と新しい治療法の開発
横紋筋肉腫の集学的治療
肝芽腫における遺伝子異常の解析

●

●

●

●

●

小児外科学　Pediatric Surgery

小児外科疾患の診療を広くおこなっていますが、特に胎児治療、
新生児治療は産科、新生児科と連携し力を入れています。また、
低侵襲手術を積極的に導入し、小児の様々な外科疾患を腹腔鏡や
胸腔鏡を用いて治療しています。

http://square.umin.ac.jp/pedsurg/

EXIT(Ex utero intrapartum treatment): 喉頭閉鎖症患児に
臍帯血流下に気管切開をおこなう

胎児肺組織の発達分化に関する研究
先天性奇形の胎児期診断の研究
胎児手術・胎児治療法の開発
小児の腹腔鏡手術・胸腔鏡手術
小児のロボット手術の研究
小児外科疾患患児への probiotics・prebiotics の応用
消化管リンパ装置の発達分化に関する研究
先天性水腎症の生後腎機能の推移と治療に関する研究
胆道閉鎖症・胆道拡張症の治療と長期予後の研究
小児気管軟化症・狭窄症の再生医療による治療の研究

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

老年病学　Geriatrics

日本で最初の老年医学教室。「病気を治す」だけではなく全人的に「病
人を治す」ことを目標としており、臓器別専門医療スタッフがチームを
組んで老年者を個体として包括的に診療し、疾患の治癒のみならず生活
の質の維持・向上に努めています。動脈硬化性疾患、高脂血症、骨粗鬆
症、認知症、糖尿病、慢性閉塞性肺疾患、誤嚥性肺炎、睡眠時無呼吸症
候群などを得意とし、臨床医学的・基礎医学的アプローチから診療して
おります。

http://www.h.u-tokyo.ac.jp/patient/
depts/1510rounenbyou.html

動脈硬化と血管内皮機能の検討
血管石灰化の分子機序の解明
抗酸化物質による血管平滑筋細胞増殖抑制作用とアポトーシス
エストロゲンレセプターの遺伝子導入による動脈硬化の遺伝子治療の研究
女性ホルモン補充療法の臨床的研究
乳癌原因遺伝子の検索
骨粗鬆症の原因遺伝子の検索
核内受容体の研究
アルツハイマー病の病態解明と治療法の開発
遺伝子改変マウスを用いた喘息の病態解明
抗菌ペプチド defensin の研究
睡眠時無呼吸症候群における血管障害の分子機序

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

アルツハイマー型認知症の頭部 MRI と脳血流 SPECT
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呼吸器外科学　Thoracic Surgery

近年患者数が増加している原発性肺癌・転移性肺腫瘍・縦隔腫瘍
などの胸部悪性疾患に対する外科療法を専門とする。高齢者・基
礎疾患を有する患者に対する胸腔鏡による低侵襲手術から、心臓
外科と共同で行う体外循環を用いた拡大手術まで、幅広い手術療
法を担当する。2010 年は 330 例余の呼吸器外科手術を学内で
施行した。肺癌術後再発例や、転移性肺腫瘍術後合併療法として
の新しい免疫療法の臨床研究を行っている。また、脳死移植法改
正後のドナー増加に対応し、肺移植施行体制を整備中である。

http://ctstokyo.umin.ne.jp/

図　間質性肺炎 (IP) 合併右肺下葉肺癌症例（腫瘍矢印で示す）。
（左上）High-resolution CT	 （右上）FDG-PET 前額断面
（左下）FDG-PET 横断面	 （右下）切除標本

胸部悪性疾患に対する低侵襲治療
原発性肺癌の遺伝子学的特性
胸腺腫瘍の臨床・生物学的特性
肺癌・肺転移に対する免疫治療
肺移植・気管移植の基礎研究 

●

●

●

●

●

心臓外科　Cardiovascular Surgery

臨床では先進医療を積極的に導入し、年間 400 例以上の手術を
行い、日本をリードしている。大動脈手術における脳脊髄保護、
心臓移植・組織移植、重症心不全に対する人工心臓治療研究など
を積極的に推進している。

http://ctstokyo.umin.ne.jp/

各種脳灌流法による脳血流の MRI 画像（拡散強調画像）

臨床研究
	 ◦胸部大動脈手術における脳脊髄保護法
	 ◦低侵襲心臓手術
	 ◦同種組織移植
	 ◦人工心臓による重症心不全治療

基礎研究
	 ◦人工心臓の適正補助条件の開発
	 ◦心筋再生法の開発
	 ◦同種組織移植における感染抵抗性の研究

●

●

Surgical Sciences
外科学
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肝胆膵外科学　Hepatobiliary Pancreatic Surgery

肝細胞癌、転移性肝癌、肝門部胆管癌など年間 200 症例に及ぶ肝切除を施
行し、手術成績は世界でもトップランクである。肝胆膵悪性腫瘍の治療成績
の向上を目指し、術式の開発、超音波による血行動態の解析、虚血再還流障害、
肝再生など多方面の研究を行っている。

http://square.umin.ac.jp/hbp-t/index21.htm

肝胆膵悪性腫瘍の根治性と安全性を高めるための術式の開発
肝細胞癌における遺伝子異常の解析
肝予備能の評価に関する研究
肝静脈閉塞時の肝血行動態の解析と術式への応用
肝温阻血再還流障害における、preconditioning の効果の検討
肝切除中の術中診断法に関する研究（造影超音波、ICG 蛍光法）
肝細胞癌、大腸癌肝転移術後補助療法に関する研究
肝細胞癌に対する肝切除と RFA の有効性を比較する RCT(SURF trial)
胆膵系悪性腫瘍術後免疫療法に関する研究

●

●

●

●

●

●

●

●

●

図 1a. 中肝静脈切離前の
術中ドップラー超音波に
よる血流測定。門脈血流
は赤く順行性であること
を示している。

図 1b. 中肝静脈切離後の
像。静脈遮断部位に相当
する門脈は青く遠肝性で
あることを示している。

図 2. 3 次元肝シミュレー
ションソフトを用いた術前
の肝内血管・腫瘍の詳細な
検討

消化管外科学　Gastrointestinal Surgery

消化管癌、とくに食道癌、胃癌についての基礎的、臨床的研究と治療成績の
向上を目指している。基礎的研究としては、消化器癌の発生・進展・転移の
各段階における増強因子の検討とその制御による治療、予防を探索している。
臨床的研究としては、鏡視下手術による低侵襲手術の実践、癌の進行度に応
じた個別医療の可能性の探索、至適な化学療法の確立、術後の QOL の向上
を目指した再建術式の工夫を行っている。

http://todai3ge.umin.jp/

逆流性食道炎モデルマウスにおける
バレット食道とがん

消化器癌の発生・進展・転移・予防に関する研究
	 ◦炎症と消化器癌、胃癌の発生（十二指腸液逆流、H. pylori 菌感染）
	 ◦癌発生における bone marrow derived cell の意義
	 ◦新しい遺伝子マーカーを用いた早期診断、微小転移診断
	 ◦消化器癌発生におけるメチレーションの意義
	 ◦逆流性食道炎モデルにおける発癌機序の解明
胃癌・食道癌の治療の個別化に関する研究
	 ◦早期癌に対する鏡視下手術による低侵襲手術
	 ◦早期癌に対する sentinel node navigation surgery
	 ◦進行癌に対する拡大根治手術
	 ◦新しい neoadjuvant therapy の確立と治療成績の向上
	 ◦新しいマーカーを用いた化学療法の評価
	 ◦再建術式の工夫とその評価

●

●

泌尿器外科学　Urology

新入院棟 8 階北にベッド数 55 床を擁し、2010 年、1 年間に手術は
1,446 件行われた。腎、尿管、副腎、前立腺の腹腔鏡手術、小切開手術が
増加しており、2011 年からはロボット手術も導入される予定である。難治
疾患の間質性膀胱炎に対する水圧拡張術やボツリヌス毒素注入療法も行われ
ている。2010 年の外来のべ総数は 29,472 人であり、腎腫瘍外来、膀胱
腫瘍外来、前立腺外来、副腎外科外来、間質性膀胱炎外来、女性泌尿器外来
など多数の専門外来を行っている。

http://www.h.u-tokyo.ac.jp/urology/

膀胱癌に対する NY 抗原ワクチン治療
難治性間質性膀胱炎へのボツリヌス毒素注入療法
転移性腎癌に対する樹状細胞療法
腎癌、間質性膀胱炎のバイオマーカー探索
人工尿道括約筋治療（先端医療）
前立腺癌、膀胱癌ウィルス療法 (Fig.1)
腎癌、膀胱癌、前立腺癌の癌抑制ゲノム研究
前立腺癌の発癌予防
前立腺癌と ER β (Fig.2)

●

●

●

●

●

●

●

●

●

図 1　ホルモン療法との併用でも抗癌ウイルスは抗腫
瘍効果を有意に増強した。

図 2　前立腺腫瘍組織における ERb は KLF5 の発現
量は生存率との正の相関を示す
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腫瘍外科学　Surgical Oncology

様々ながんや血管疾患を有する患者の治療を行い、癌の発生、転移、免疫、
動脈硬化、血管新生、血管再生などの生命現象を多方面から研究し、その成
果を基にして、個々の患者さんにとって、最も負担の少なくかつ最善の治療
法を見い出す努力をしています。

オーダーメイドの新しい癌治療体系の確立
	 ◦ 癌の遺伝子変異の検索
	 ◦ 癌の放射線、抗癌剤感受性の検討
	 ◦ 腹膜播腫に対する腹腔内化学療法
	 ◦ 樹状細胞を用いたがん免疫療法
	 ◦ 腫瘍血管の特異性の検討と治療への応用
	 ◦ がんの多発性転移に対する遺伝子治療
	 ◦ 活性脂質とその受容体を標的とした癌治療
	 ◦ 放射線化学免疫療法の開発

http://all-1su.umin.jp/

日常の診療に役立つための研究をめざした
イメージです

人工臓器・移植外科学 Artificial Organ and  Transplantation Division

末期肝不全に対する肝移植手術、術後管理を中心とした臨床研究に
重点を置いている。2011 年６月まで生体肝移植は 471 例、脳死
肝移植は 14 例の経験がある。

http://www.h.u-tokyo.ac.jp/patient/
depts/1512ishokugeka.html

成人生体肝移植症例の 5 年生存率は 85% であり
全国平均の 70％に比べ有意に良好な成績である。

生体肝移植手術手技
急性拒絶反応の診断と治療
術後感染症の診断と治療

●

●

●

血管外科学　Vascular Surgery	

様々な血管疾患を有する患者の治療を行い、動脈硬化、血管新生、血
管再生などの生命現象を多方面から研究し、その成果をもとにして
個々の患者さんにとって、もっとも負担の少なくかつ最善の治療法を
見出す努力をしています。

http://all-1su.umin.jp/

血管病変に対する新しい診断法と治療法の確立
	 ◦ 閉塞性動脈硬化症に対する血管再生療法
	 ◦ 低侵襲血管外科手術をめざしたナビゲーションシステムの確立
	 ◦ 間歇性跛行の力学的解明
	 ◦ 大動脈瘤の進展メカニズムの解明
	 ◦ 小口径人工血管の開発
	 ◦ ステントグラフト内挿術後血行力学的変化の解明
	 ◦ 血管疾患を対象とした drug delivery system の確立

●
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皮膚科学　Dermatology

当教室では、以下のような短期的あるいは長期的であっても臨床に還元でき
るような、最先端の研究を行っている。

http://www.h.u-tokyo.ac.jp/der/

ブレオマイシンによって誘導される皮膚変化(左)は、
CD19 欠損マウスで改善する ( 右 )

強皮症における免疫異常や皮膚硬化の分子機序
強皮症のおけるＢ細胞除去療法などの新規治療法の開発
細胞接着分子欠損マウス、ケモカイン欠損マウスを用いた細胞接着分子や
ケモカインによる炎症機序
膠原病における自己抗体の新規同定やその臨床的意義
Ｂ細胞の炎症性疾患における新しい役割
アトピー性皮膚炎の免疫学的異常の解明

●

●

●

●

●

●

代謝栄養・内分泌外科学  Metabolic Care and Endocrine Surgery

外科代謝栄養学は手術や敗血症による外科的侵襲に対する生体反応と、周術期に
おける代謝栄養管理の研究と臨床応用を目指し、年間 230 例の乳癌・甲状腺腫
瘍の手術を行っている乳腺内分泌外科学では、癌の発生メカニズムの研究と、治
療成績の向上や予防について研究しています。

http://todai3ge.umin.jp/

Fish 法によるテロメア、セントロメアの検出
—細胞分裂の増加に伴いテロメア光量が減弱する

（赤：テロメア、緑：セントロメア、青：染色体）

外科的侵襲に対する生体反応と周術期における代謝栄養についての研究
	 ◦ 侵襲に対する耐性（トレランス）の誘導による手術侵襲軽減
	 ◦ エンドトキシンに対する Toll-like receptor を介した生体反応の研究
	 ◦ 外科的侵襲が及ぼす腫瘍の増殖・進展
	 ◦ 侵襲に対する生体反応の性差
	 ◦ 抗がん化学療法時の BT(bacterial translocation) のメカニズムの追究と治療
	 ◦ 周術期の栄養管理と NST（栄養サポートチーム）の構築
乳腺、甲状腺癌の発生・診断・治療の研究
	 ◦乳癌の発生・進展における核内リセプターの役割
	 ◦乳癌における微小転移の検索
	 ◦蛍光テロメア in situ hybridization を用いた甲状腺癌、乳癌の診断
	 ◦乳癌予後因子としての組織 insulin-like growth factor 1 receptor 発現
	 ◦乳癌転移における糖鎖の役割
	 ◦乳癌患者の QOL 評価法の確立

●

●

形成外科学　Plastic and Reconstructive Surgery

先天奇形の成立に関わる発生生物学的研究を行うとともに、再生医学
や超微小外科の技術を用いて、皮膚、軟部組織、軟骨、脂肪、筋肉、
神経、骨、手指、顔面、乳房、陰茎などの形態と機能の再建の臨床応
用に向けた研究を幅広く展開しています。毛髪再生や皮膚老化など美
容医学的研究にも力を入れています。

基礎研究
 ◦吸引脂肪から採取した間葉系幹細胞の臨床応用に関する研究
 ◦成人幹細胞を用いた器官形成に関する研究 ◦培養細胞による毛髪再

生の臨床応用に関する研究 ◦皮膚の老化関連因子の探索
 ◦老化治療におけるホルモン、レチノイドの作用機構の解析
 ◦真皮線維芽細胞、構造蛋白の表皮制御機構の解析
臨床研究
 ◦超微小血管吻合を用いた各種組織移植 ◦神経麻痺と再建術の開発
 ◦マイクロサージャリーの美容外科への応用
 ◦リンパ浮腫発生の機序と外科的治療法の開発 ◦血管をつけた卵巣の保存と再移植に関する研究
 ◦血行を有する神経細胞，筋細胞，脂肪細胞，リンパ節などの遊離移植 ◦同種子宮・卵巣・肛門移植
 ◦超微少血管吻合トレーニング法の開発

●

●
超微少血管吻合を用いた血管柄付き神経移植術。神経の栄養
血管（0.5mm 径）を吻合することでシュワン細胞を 100%
生着させる。
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整形外科学　Orthopaedic Surgery

運動器に関連する様々な臨床研究及び基礎研究を行っている。臨床の
場で長年培われた経験・技術と、分子生物学的手法を駆使して得られ
た知見を融合させ、新たな診断法や治療法を生み出すことを目標とし
ている。

http://www.h.u-tokyo.ac.jp/ortho/

3 次元画像による手術ナビゲーションシステム

変形性関節症の病態解明・治療法の確立を目ざした統合的研究
骨・軟骨・神経組織の再生医療の実現に向けた基礎的研究
各種サイトカインの骨代謝機能の解明
加齢による骨量減少の分子メカニズムの解明
破骨細胞の分化、アポトーシスの分子メカニズムの解明
(RANKL-RANK、INF、Src)
遺伝子治療による病的骨破壊の制御
有限要素法を用いた非侵襲的骨強度測定システムの開発
三次元画像表示による手術ナビゲーションシステムの開発

●

●

●

●

●

●

●

●

口腔外科学　Oral and Maxillofacial Surgery

口腔・顎顔面疾患の病態解明および治療法の確立を目的に、多角的方面か
ら臨床的・基礎的研究を行っている。ティッシュ・エンジニアリング部お
よび医工連携部にも参画しており、骨・軟骨の再生医療の確立を目指して
いる。

http://plaza.umin.ac.jp/˜oralsurg/

組織工学的手法を用いた骨・軟骨再生

臨床研究
	 ◦ 口唇口蓋裂に伴う顔面変形に対する形成
	 ◦ 頭蓋顎顔面先天異常における顔面成長
	 ◦ 顎変形症に対する外科的矯正
	 ◦ 口唇口蓋裂に対する集学的治療
	 ◦ 骨置換型人工骨の臨床応用
	 ◦ ヒト軟骨細胞を用いたインプラント型人工骨
基礎研究
	 ◦ 組織工学的手法を用いた骨・軟骨再生
	 ◦ 頭蓋顎顔面先天異常の遺伝子解析
	 ◦ 骨代謝におけるフリーラジカルの効果
	 ◦ 骨代謝における COX-2 の関与
	 ◦ 骨再生誘導因子を付与したインテリジェント型人工骨の開発
	 ◦ テポラテッド型微小人工骨ユニットの開発

●

●

眼科学　Ophthalmology

眼に関するあらゆる疾患に対して最先端の技術・知識による診断・治療
を行うことを目標としている。難治性眼疾患の発症機構解明、診断法、
治療法の開発、角膜・網膜の再生医療の為、分子生物学、免疫学、薬理
学等を応用した基礎研究と臨床疫学、生物統計学による臨床研究に力を
入れている。

http://plaza.umin.ac.jp/oph/

緑内障、特に原発緑内障の発症・進行に関わる諸因子の疫学的・統計学的研究
緑内障の新しい治療法の開発とその Randomized Controlled Trial による評価
遺伝子改変マウスや実験緑内障猿眼を用いた薬剤開発と眼圧下降機序の研究
網膜神経及びグリア細胞を用いた神経細胞死機序と神経保護薬の探索的研究
In Vivo 眼血流測定法の開発及び緑内障、網脈絡膜疾患に於ける循環解析
角膜形状や眼光学系全体の収差の wave front analysis による解析
培養角膜内皮、上皮及びその幹細胞培養によるバイオ再生角膜の開発
網膜幹細胞を用いた網膜再生医療の研究
網膜絡膜血管新生発症機構、nanotechnology 応用 drug-delivery 法の研究
葡萄膜炎や角膜移植に於ける免疫応答、ケモカイン及び受容体の役割の解明

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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リハビリテーション医学　Rehabilitation Medicine

生活活動の制限や社会参加の制約の原因となる障害の機序を明らか
にし、患者の最大限の可能性を引き出す方法の開発を目的として、
診療に密着した基礎科学的研究から社会医学的研究まで多面的な研
究を行っている。

歩行解析

歩行解析装置による異常歩行の研究
	 ◦ 赤外線カメラを用いた 3 次元動作解析法（VICON）
	 ◦ 床反力計を用いた 3 次元床反力解析
	 ◦ Gait-Scan を用いた足底圧分布の変動の解析
希少難治性疾患に関する臨床研究
	 ◦ 進行性骨化性線維異形成症の研究
	 ◦ 先天性無痛症の研究
先天性四肢形成不全に関する臨床研究
ロコモティブシンドロームにおける理学療法介入の研究

●

●

●

●

耳鼻咽喉科学　Otorhinolaryngology and  Head & Neck Surgery

臨床と基礎研究に分けて紹介する。臨床研究は病院の特殊外来で行われ、耳
疾患、新生児から老人までの難聴、頭頚部癌、副鼻腔炎、めまい、音声 ･ 嚥
下障害などである。基礎研究は免疫組織化学、分子生物学、電気生理学に重
点を置き、教室および基礎医学の研究室で行っている。

http://www.h.u-tokyo.ac.jp/orl/

人工内耳

臨床研究
 ◦小児の人工内耳と聴覚 ･ 音声 ･ 言語の発達
 ◦先天性小耳症 ･ 外耳道閉鎖の手術による整容と聴力改善（形成外科と合同手術）
 ◦頭頚部癌疾患の術後の音声 ･ 嚥下機能回復を目指した手術と Q.O.L
 ◦めまい・平衡障害と前庭頚筋電位
 ◦副鼻腔および頭蓋底手術へのナビゲーション
 ◦嚥下障害と音声障害の手術的改善とリハビリテーション
基礎研究
 ◦内耳の分子生物学
 ◦咽頭癌の分子生物学
 ◦内耳有毛細胞と嗅覚上皮の分化と発生
 ◦前庭頚筋電位の起源
 ◦嗅上皮の老化と再生
 ◦声帯振動の生理

●

●

麻酔学　Anesthesiology

当教室には、大きく 7 つの研究グループがあり、臨床に役立つ研究をモ
ットーに研究を行っています。

http://www.anes.umin.ne.jp/

麻酔とモニター

呼吸　　　急性肺障害におけるサイトカインシグナルの役割
　　　　　呼吸不全患者における至適換気モードの検討
免疫　　　麻酔薬による免疫機能の修飾
　　　　　敗血症及び虚血—再灌流傷害における細胞障害機構
ショック　ショックの病態の解明
　　　　　代用血漿剤のショックにおける役割の解明
炎症　　　マウス下肢虚血再灌流後臓器障害の脂質受容体による制御機構
疼痛　　　痛覚過敏病態形成における脂質シグナル分子の解明
　　　　　炎症によって惹起される神経因性疼痛の成立における脊髄グリア細胞の役割
　　　　　末梢性及び中枢性掻痒メカニズムの検討
　　　　　認知行動療法による慢性疼痛の治療およびメカニズムの解明
神経　　　麻酔中の脳波解析
　　　　　心臓手術と中枢神経障害の検討
麻酔器および医療用機器
　　　　　新しい挿管器具の開発と評価
　　　　　地球温暖化防止のための余剰麻酔薬処理システムの開発と評価
糖代謝　　麻酔薬の生体内糖代謝機構に与える影響

●

●

●

●

●

●

●

●
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救急医学　Emergency and Critical Care Medicine

工学との連携により救急医療のインフラ整備をすることを
主眼として研究している。また集中治療の向上にむけて消
毒殺菌、創傷治癒促進について研究している。

バイタル・ケア・ネットワーク・システム
遠隔モニタリングシステム
高機能搬送支援システム
電気分解水の臨床的応用への基礎研究
心臓の自律神経調節の解明

●

●

●

●

●
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精神保健学／精神看護学　Mental Health / Psychiatric Nursing

心の健康問題とストレスの研究および専門家の教育を国際的視野から
推進

http://plaza.umin.ac.jp/˜heart/

精神保健
	 ◦ 精神保健疫学
	 ◦ 職場のメンタルヘルス・産業保健心理学
	 ◦ 心理教育・ストレスマネジメント
	 ◦ スクールカウンセリングの評価
	 ◦ 心理療法の実践と評価
	 ◦ PDD の早期発見と療育
精神看護
	 ◦ 精神疾患を有する人の地域生活支援
	 ◦ 精神科訪問看護の実践と評価
	 ◦ 精神保健領域における疾病自己管理
	 ◦ 精神疾患を有する人にとってのリカバリー
	 ◦ 精神科医療に対する患者満足

●

●

生物統計学／疫学・予防保健学
生物統計学および疫学は健康科学の方法論的基礎を支える分野であ
る。当教室では、生物統計学と理論疫学の方法論研究と共に、基礎・
臨床研究者に対するコンサルテーション・共同研究を、教室スタッフ
が設立した NPO「日本臨床研究支援ユニット」と連携して数多く実
施している。

http://www.epistat.m.u-tokyo.ac.jp/Biostatistics / Epidemiology and  
Preventive Health Sciences

方法論的研究
	 ◦ 臨床試験の計画
	 ◦ 相関のあるデータの解析 
		  QOL 等の継時データ解析、多発（多種）イベントデータ解析
	 ◦ 因果推論
共同研究プロジェクト
	 ◦ 動脈硬化予防研究基金統合研究
	 ◦ 乳癌臨床研究支援事業 （研究者主導臨床試験 NSAS）
	 ◦ 骨粗鬆症臨床研究支援事業 （研究者主導臨床試験 JOINT）
	 ◦ その他の研究者主導臨床試験

●

●

Health Sciences and Nursing
健康科学・看護学
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健康増進科学　Health Promotion Sciences

健康増進科学分野では、生活習慣と疾病の関連、地域・職域におけ
る疾病予防・健康管理活動の調査分析を通して、健康管理システム
と健康政策提言を目指した研究活動を行っている。
授業では、地域・職域における疾病予防・健康増進活動の企画・実施・
評価について、具体的な方法を理解し実践できることを目指す講義
と実習を行っている。

http://www.ethps.m.u-tokyo.ac.jp/

地域における健康づくり支援プログラムの一場面

主な研究テーマ：
地域・職域における健康づくりプログラムの開発・実施・評価
健康づくり支援環境に関する研究
健康行動の評価・支援方法ならびに健康への影響
行動変容の短期的・長期的効果
健康づくりプログラムの費用対効果、医療費への影響
行動変容の長期的継続に関わる個人的・環境的要因

など

●

●

●

●

●

●

健康学習・教育学　Social Gerontology

現代医療の諸問題、特に高齢者保健、がん医療、医療倫理等に対して、
心理学、社会学、文化人類学などの学際的な視点に立ち、 (1) 人間の
心身の健康を向上すること、(2) 意思決定困難な問題への対応を提言
すること、を最終的な目標として研究を行っている。

http://www.sg.m.u-tokyo.ac.jp/

教室会議の様子

高齢者におけるソーシャル・サポート授受と主観的幸福感
高齢者における転居と適応
活動的余命の測定
がん患者の心理社会的問題（特に夫婦 / 家族関係、セクシュアリティ）
がん治療における当事者の意思決定過程
難病当事者支援のための自助グループ活動
生殖医療に関する心理社会的問題
臨床現場における多職種連携

●

●

●

●

●

●

●

●

医療倫理学　Biomedical Ethics

医療倫理学分野では、生命・医療倫理、研究倫理、臨床倫理の領
域における理論的研究と実証的研究を行っている。主な研究のト
ピックには、倫理理論、インフォームド・コンセント、倫理委員会、
臓器移植などがある。2009 年 7 月からは、グローバル COE「次
世代型生命・医療倫理の教育研究拠点」(UT-CBEL) が採択された。
(http://www.cbel.jp/)

http://www.ethps.m.u-tokyo.ac.jp/

アウトリーチ活動：CBEL は倫理委員会のメンバーのための人材養成コ
ースを開講している。主な受講者は、医師、看護師、医薬情報担当者
(MR) などである。

日本における倫理委員会の機能と責任の研究
先端医療技術に関する社会的合意の形成方法に関する研究
アジアにおける臨床倫理の比較研究
日本の医療倫理ケースブックの出版
日本における事前指示の適用可能性の研究
生命・医療倫理教育の評価方法の開発
生体臓器移植の心理社会的・倫理的側面の研究

●

●

●

●

●

●

●
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家族看護学　Family Nursing

少子高齢化や都市化に伴う地域ネットワークの脆弱化、男女共同参画などの
社会の動きに伴って、家族の形態や機能にも変化が生じている。現在の日本
社会は、患者中心ばかりでなく、看護の対象として家族を基本に据える看護
研究に期待している。当教室では、中でも、母子領域と小児領域の家族看護
学研究に焦点をあてている。

産後うつと育児困難に関する研究 
児童虐待予防
慢性疾患をもつ子どもと養育者のための QOL 尺度開発
小児がん経験者の晩期合併症と PTSS
保育所看護職の役割とその専門性
重症心身障がい児をもつ家族の介護負担と社会サービスの利用行動
死にゆく患者とその家族への援助（QOL、家族機能に関する研究）
看護職の家族看護に対する態度についての尺度開発（FINC-NA）

●

●

●

●

●

●

●

●

看護管理学／看護体系・機能学  Nursing Administration/ Advanced Clinical Nursing

看護師が質の高いケアを効率的に提供することができる組織や
体制について研究している。医療制度改革が行われる中、看護
の役割が従前にも増して重視されるようになり、看護ケアの効
果を明らかにし、ケアの質を保証・改善するシステムを構築す
る必要がある。

看護の質の評価と改善
看護質指標のベンチマーキング
看護の成果管理
リスクマネジメント
人材マネジメント
患者管理とクリティカルパス
ケア環境が患者に及ぼす影響
看護質指標の国際比較
看護政策および看護経済

http://nurs-adm.umin.jp/

質の高い看護実践をサポートします

●

●

●

●

●

●

●

●

●

地域看護学　Community Health Nursing

地域で生活する人々を、個別に、また家族や集団、地域全体としてとらえ、
その健康や QOL の向上を目指して、健康課題の明確化と支援方策の開
発や、地域ケアシステムの構築とその評価を行なっている。また、地域
ケアの担い手である保健師の支援技術（保健指導）に関する研究を展開
している。

http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/chn/

地域看護学の体系

地域ケアシステムの構築と評価
	 ◦24 時間在宅ケアシステム
	 ◦訪問看護の場の拡大
	 ◦病院からの退院支援システム
	 ◦地域包括ケア、ケアネットワーク
健康課題の明確化と支援方策の開発
	 ◦疾患・障害とともに生きる人へのケア
	 ◦子育て支援
	 ◦高齢者ケア
	 ◦産業保健
保健師の支援技術の明確化と標準化／保健活動の施策化

●

●

●
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母性看護学・助産学　Midwifery and Women's Health

当教室は平成 14 年に設置された。周産期における母子の健康と女性の生涯
を通じた健康づくりに焦点を当てて、下記のテーマを中心に研究を行ってい
る。

妊娠中の日常生活習慣と酸化ストレスとの関連
妊娠中の母体体組成と新生児体重に関する研究
妊娠・産褥期における母体の栄養・体重管理に関する研究
分娩進行予測指標としての子宮収縮関連物質の利用可能性に関する研究　
日本人女性における出産前後の分娩恐怖感に関する研究
妊婦・褥婦の姿勢変化とローカル筋群との関連
褥婦・中高年女性の腹圧性尿失禁と骨盤底筋、腹部筋との関連
骨盤底筋機能低下の予防・回復プログラムの開発

http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/midwifery/

写真 / きくち さかえ

●

●

●

●

●

●

●

●

成人看護学／緩和ケア看護学 Adult Nursing /  Palliative Care Nursing

主として成人期の人々に対し、糖尿病を始めとするいくつかの慢
性疾患の予防、疾患との共存と悪化の防止、緩和ケアを要する段
階までの幅広い領域で、分子生物学的情報も取り込んだ行動支援、
チーム医療のもとでの看護ケア提供システムについて研究を推進
している。

http://www.adng.m.u-tokyo.ac.jp/

糖尿病，慢性心不全など慢性疾患の予防・自己管理支援
慢性疾患患者の健康関連 QoL 尺度の開発
中高年者の身体活動
移植看護 ( 主に肝移植・造血幹細胞移植 ) 提供システム
遺伝カウンセリングと看護の役割
緩和ケアサービスの評価
緩和ケアシステムにおけるケアの継続性と普及
外来看護提供システム

●

●

●

●

●

●

●

●

老年看護学／創傷看護学
高齢者に生じる創傷として重要な褥瘡や糖尿病性足潰瘍は、歩行、睡
眠、食事、排泄などの基本的な日常生活行動自体によって生じるため、
生活の支援が創傷管理の中で重要な要素となっている。特に、糖尿病、
栄養、スキンケアは創傷治癒に直接影響を与えるターゲットとして重
要であり、当教室では、それらを視野に入れた創傷管理技術・機器の
開発と評価を目的に、基礎研究（バイオロジー）を基に、工学者との
連携による機器開発（エンジニアリング）、さらに臨床評価によって
エビデンスを構築し、研究成果を社会へと還元するという、新しい看
護学研究のあり方（バイオエンジニアリング・ナーシング）を提唱し
ている。

http://www.rounenkango.m.u-tokyo.ac.jp/

バイオエンジニアリング・ナーシングの一例
（深部組織損傷型褥瘡（Deep Tissue Injury）の病態解明と効果
的対処法の確立）

創傷管理技術・機器の開発と評価
	 ◦創傷の病態解明およびその診断技術の開発
	 ◦創傷の管理や予防を目的とした技術・機器の開発
	 ◦新規技術・機器の臨床評価
	 ◦高齢者の皮膚変化の生体工学的解明
	 ◦皮膚状態の客観的パラメータの探索
	 ◦皮膚機能の維持・増進を目的とした介入方法の検討

●

Gerontological Nursing /
Wound Care Management
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国際保健政策学　Global Health Policy

教室のミッションは、国内外問わず保健プログラムの説明責任や科学的根拠
に基づいた政策を推進し人口レベルでの人々の健康を増進することである。
教室のメンバーは常に新しい知識やアイデアを生み出し、専門性及び指導力
を発揮しグローバルヘルスの実践ためのスキルを磨く。共同研究を通じ発展
途上国のキャパシティービルディングにも貢献する。そして、最も大切なこ
とは、グローバルヘルスの次世代のリーダーを育成することである。すべて
の講義は英語で行われ、討論やプレゼンテーション能力の向上をも伴わせて
いる。

http://www.ghp.m.u-tokyo.ac.jp

主な研究課題
ヘルスアウトカム研究
死亡、疾病・障害、保健サービス、費用効果分析、資源（人材、財源）、インパクト評価、モニタリング
ヘルスシステムパフォーマンス評価
保健システムのインプット（財政、人材に関するエビデンス）、アウトプット（保健介入の効果的デリバリー）
及びインパクト分析
保健・外交政策研究
国際保健の構造とガバナンス、G8 主要先進国と国際保健、ドナーコミットメント

●

●

●

国際地域保健学　Community and Global Health

国際保健学・国際保健活動の分野で、発展途上国や国内外の研究機関、
政府機関、国連・国際機関、NGO などに携わる人材を育成するとともに、
国際協力のあり方や国際保健（医療）の質的向上を目指すための研究（方
法論の開発も含む）を行っている。

http://www.ich.m.u-tokyo.ac.jp/jindexframe.htm

ヘルスプロモーション
健康と人権
健康と人間の安全保障
学校保健
感染症（エイズ、結核、マラリアなど）
栄養
世界の保健政策が人々の健康に与える影響
世界の保健人材

●

●

●

●

●

●

●

●

International Health
国際保健学
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発達医科学　Developmental Medical Sciences

母子保健学教室として 1966 年に設立され、母子の健康の維持増
進（特に感染症・栄養障害・先天異常）にかかわる研究・教育活
動を行ってきた。現在は主として発達障害（知的障害・運動障害）
やてんかんをきたす小児期脳障害（先天性および後天性）の病因（遺
伝および環境）・病態・予防・治療に関する研究を、国際保健学・
発達神経科学の立場から、実験的・調査的手法を用いて進めている。

胎児脳の神経細胞の蛋白 doublecortin の発現を shRNA で抑制
すると、脳室周囲（右下）から脳表（左上）に向かう神経細胞の
移動距離が減少する。

発達期脳障害に関する研究
	 ◦神経細胞の分化・サイズ調節の異常（結節性硬化症）
	 ◦神経細胞移動障害（滑脳症、多小脳回）
	 ◦周生期脳障害（脳室周囲白質軟化）
	 ◦出生後脳障害（急性脳症）
	 ◦先天代謝異常症（ペルオキシソーム病、ミトコンドリア病）
感染症の分子疫学的研究（下痢症ウイルス）
母子の健康に関する疫学調査（栄養障害、肥満など）

●

●

●

人類遺伝学　Human Genetics

ゲノム研究の方法論を導入した人類遺伝学的アプローチに基づ
き、アジア集団を中心とした人類集団の遺伝学的多様性を明らか
にするとともに、運動器変性疾患、感染症、睡眠障害をはじめと
する各種多因子疾患の遺伝素因・病態の解明を進めている。

http://www.humgenet.m.u-tokyo.ac.jp/

多因子疾患の遺伝的背景解明のための理論的・実験的検討
	 ◦疾患感受性遺伝子検出のための遺伝統計学的方法論の開発
	 ◦運動器変性疾患のゲノム疫学
	 ◦感染症の宿主側要因の解明
	 ◦睡眠障害の遺伝素因の解明
ゲノム多型解析システムの開発
アジア系集団のゲノム多様性とその成因の解明
タンパク質相互作用解析法の開発

●

●

●

●

人類生態学　Human Ecology

現代の様々な人間集団を栄養・人口・環境を切り口として解析し、人間集団
の健康・生存を生態学的に理解することを目的とする。アジア・オセアニア
諸集団を対象とするフィールドワークと同時に、栄養・環境化学物質の影響
を扱う実験的研究を行い、両者の成果をもとに、国際保健が直面する諸問題
の解決に貢献することを目指している。

http://www.humeco.m.u-tokyo.ac.jp/

西ジャワ調査地の小学生

アジア・オセアニア諸国における生業の変化が健康・環境に与える影響の
メカニカルな解析
GPS・GIS・リモートセンシングの健康生態学・国際保健学への応用
インドネシアにおける河川の複合化学汚染が小児の健康に及ぼす影響
アジア・オセアニア諸集団における栄養生態学、生業生態学、生物人口学、
医療人類学の研究
周産期における重金属あるいは内分泌撹乱化学物質の発達毒性
栄養素・栄養状態による環境中化学物質の毒性修飾とその機構解明
持続可能社会と健康

●

●

●

●

●

●

●
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生物医化学　Biomedical Chemistry

研究室の方針は「基礎研究を通して人類の向上と福祉をめざす事」であり、
代謝調節と生体膜の生化学および分子生物学などの純粋な基礎生物学的研究
とともに国際的な医療問題に対する共同研究を含めた指導、調査による研究
室外の活動（発展途上国や先進国）を積極的に進めている。

自由生活性線虫C.elegans での、呼吸鎖複合体 II の
鉄イオウクラスターサブユニット遺伝子のプロモータ
ー制御下における、組換え緑色蛍光タンパク質の発現

ヒトコハク酸脱水素酵素複合体とミトコンドリア病
回虫およびC.elegans
酸素適応における核およびミトコンドリア遺伝子の発現調節機構
複合体 II アイソフォームの構造と機能
C.elegans を用いた遺伝子導入および遺伝子破壊
マラリア原虫およびトリパノソーマのミトコンドリア局在酵素群の解析と
薬剤の開発
大腸菌と結核菌の呼吸酵素とエネルギー代謝の調節 
RNA と RNA 結合タンパク質
ミトコンドリアのタンパク質合成系
真核生物と古細菌の RNA 生合成

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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社会予防疫学　Social and Preventive Epidemiology

生活習慣病の予防に関する疫学研究を行なっています。特
に、栄養（食事）が疾病予防に果たす役割を疫学的に検証
する学問である『栄養疫学』を研究の主軸にしているまれ
な研究室です。

食事調査の方法論に関する研究
栄養素摂取量・食行動と健康状態との関連に関する疫学研究
栄養改善活動手法の開発とその効果検証に関する研究

「栄養（食事）と健康の疫学研究」に関する文献データベー
スの確立
栄養が関連する疾患の臨床研究グループとの共同研究

●

●

●

●

●

臨床疫学・経済学  Health Economics and Epidemiology Research

疫学と経済学を有機的に結合し、医療・保健・公衆衛生
の諸活動を定量的に評価し、理論と科学的根拠に基づい
た実践家を養成することを志向する。また、実証的評価
研究を通じて、エビデンスを社会発信する。

医療技術の経済評価
患者 QOL と臨床評価
医療行為の標準化と質管理
医療制度の実証的分析
社会経済政策と健康影響の評価

●

●

●

●

●

日米のプライマリケアの質の比較 Hashimoto, et al. Lancet, 2011 より

School of Public Health
公共健康医学
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臨床情報工学　Clinical Information Engineering

臨床情報工学とは、医学・医療で行われている情報処理（収集・解析・公開）
へのコンピュータ科学技術の応用に関する教育・研究を担う医療科学分野の１
つである。当教室ではその中でも「意思決定支援へのコンピュータ科学技術の
応用」を中心テーマとし、特に、がん診療や研究へのデータマイニング、知識
処理、可視化技術の応用や地域医療における情報基盤整備に関する研究・教育
を工学系研究者を含め国内外の多彩な分野の研究者と協力して行い、社会への
貢献を目指している。

http://home.cie.m.u-tokyo.ac.jp:8080/Plone

人工認知空間の医学応用

医学における意思決定
がん医療・研究における情報処理
データマイニング・データベースからの知識発見
ヴァーチャルリアリティ技術の医学応用
地域医療における情報基盤整備に関する研究

●

●

●

●

●

医療コミュニケーション学　Health Communication

医療コミュニケーション学分野では、従来の大学病院医療情報ネットワーク
研究センター（UMIN）における情報システムの構築・運用を主体とした研
究を継続しつつ、保健医療分野における様々なレベルのコミュニケーション
に関する実証研究を展開している。

健康医療情報の一般社会へのコミュニケーションに関する研究
患者 - 医療者間コミュニケーションに関する研究
ヘルスリテラシーに関する研究
UMIN に関する研究
臨床・疫学研究のための情報システムの開発・運用の研究
情報ネットワークのセキュリティに関する研究

●

●

●

●

●

●

生物統計学...................................生物統計学／疫学・予防保健学 (p42)

精神保健学...................................精神保健学／精神看護学 (p42)

老年社会学...................................健康学習・教育学 (p43)

健康増進科学...............................健康増進科学 (p43)

医療倫理学...................................医療倫理学 (p43)

健康医療政策学...........................公衆衛生学 (p26)

医療情報システム学....................医療情報経済学 (p27)

法医学・医事法学........................法医学 (p27)

  公共健康医学専攻の下記分野は指定の箇所をご参照ください。
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分子病態医科学部門  Molecular Biomedicine for Pathogenesis

アポプトーシス、細胞分化、細胞周期に関与する新しい遺伝子の機能
解析を、vivo（ノックアウトマウス・トランスジェニックマウスの作製・
解析を通じて）、および vitro（分子・細胞生物学的実験手法による）
の両面で行い、その機能異常に由来する疾患のメカニズムを研究して
いる。また得られた知見にもとづき、それらの疾患に対する新しい根
本的な治療法の開発を目指している。

http://www.cdbim.m.u-tokyo.ac.jp/

動脈硬化とアポプトーシス：アポプトーシス抑制因子 AIM をめぐって。
血球分化の制御と急性白血病の病態生理のメカニズム：新しいポリコー
ム分子 MBT-1 およびそのファミリー蛋白をめぐって。
発癌と細胞周期およびアポプトーシス：新しいアポプトーシス関連分子
DEDD の機能解析を中心として。

●

●

●

構造生理学部門   Structual Physiology

新しい光「超短パルスレーザー」を用いた 2 光子励起顕微鏡を利用し
て、これまで観察できなかった臓器の深部を分子細胞レベルで可視化
し、更に、光の精度で臓器標本を刺激する手法の応用・開発を進めます。
この手法を用いて、大脳皮質や分泌臓器の機能をできるだけ個体に近
い標本で明らかにし、また、疾患のメカニズムを解明します。

大脳皮質のシナプス動態：記憶、認知、精神疾患との関連
分泌現象の解明と制御：シナプス、膵臓ランゲルハンス島、
糖尿病との関連

http://www.bm2.m.u-tokyo.ac.jp/

2 光子励起顕微鏡によって可視化した脳細胞の形態と
単一シナプス機能

●

●

Center for Disease Biology and Integrative Medicine
疾患生命工学センター
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臨床医工学部門　Clinical Biotechnology

ナノテクノロジーが創り出す素材とシステムがナノスケールで一体化した「ナ
ノデバイス」は、「必要な時に、必要な部位で、必要な機能」を最小限の侵襲
で達成する QOL に優れた未来型医療システム実現の鍵を握っている。本部
門においては、ナノテクノロジーを基盤とした革新的な「メディカル・ナノ
デ バ イ ス 」 を 生 み だ す 事 を 通 じ て、 世 界 を リ ー ド す る「 ナ ノ 医 療

（Nanomedicine）」の概念を国内外に向けて発信することを目標に研究を進
めている。

http://www.bmw.t.u-tokyo.ac.jp/
http://www.cdbim.m.u-tokyo.ac.jp/

research/01_04.html

高分子ミセルによる薬物・遺伝子を運ぶナノ構造デバイスの創製
	 ◦高分子ナノミセルによる診断用機能イメージング
	 ◦高分子ナノミセルによる癌標的治療
	 ◦高分子ナノミセルによる遺伝子治療
物理エネルギーに応答して機能発現する高分子ナノミセルの創製
高分子のナノ加工による細胞アレイの構築
薬物・遺伝子伝達機能をもつインテリジェント型足場の創製と再生医療への応用

●

●

●

●

再生医療工学部門　Regenerative Medical Engineering

本部門は、基礎医学、臨床医学に機械工学・材料工学・化学システム工学など
の工学を融合させた視点から、ティッシュエンジニアリングに関する基盤技術
の研究開発を進めている。主に骨、軟骨や血管などの組織の再生を目指し、組
織が常にさらされている物理的刺激の細胞応答メカニズムの解明、及びこれを
従来の薬剤に変わる組織再生の誘導因子として用いることを目指している。さ
らに組織工学において細胞増殖の足場となるバイオマテリアルの新規創製と設
計は重要である。多糖類・樹状高分子・DNA 誘導体を出発物質に、新規医用
ハイドロゲル創製を行っている。これら材料を用いて、人工膵島や人工赤血球
の開発、腹腔疾患への薬物送達システムの開発を行っている。

http://www.cdbim.m.u-tokyo.ac.jp/

Ushida Lab

Ito Lab

再生医療への応用を目的とした生体吸収性材料、骨用無機材料を開発する
軟骨組織、骨組織、小口径血管の生体外再構築技術を開発する
細胞における物理刺激の受容機構を解明する
新規医用ハイドロゲルの創製
腹膜癒着防止材料、腹腔疾患への薬物送達システムの開発
マイクロカプセル作製技術による人工膵島、膜乳化法による人工赤血球の開発

●

●

●

●

●

●

健康環境医工学部門　Environmental Health Sciences

次世代を担う子どもたちの健康の歪みが、発達期・青年期の脳神
経系、免疫系、生殖内分泌系の異常として、さらにはメタボリッ
クシンドロームや認知症の増加・若年齢化として顕在化している。
環境や食品中の様々な化学物質が妊娠期・新生児期に体内に取り
込まれて、これらの疾患状態の発症・増悪に関係することが、疫
学的・実験的研究から示唆されているなか、我々の部門では、環
境毒性学における下記の基本課題へ取り組んでいる。

http://env-health.m.u-tokyo.ac.jp/

環境有害化学物質（ダイオキシン・ＰＣＢ、重金属など）の分子・
細胞レベルにおける毒性発現メカニズムの解明
毒性感受性を変化させるエピジェネティック・メカニズムの解明
齧歯類における学習・記憶・情動機能への影響の行動毒性学手法の
開発、ならびに細胞・遺伝子レベルにおける毒性評価技術の開発
環境・食品の安全基準作りのためのリスク評価手法の開発と応用

●

●

●

●
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放射線分子医学部門 / 放射線研究領域
臨床腫瘍学の中心となる放射線治療および抗癌剤治療の学術的基
盤として、DNA 二重鎖切断修復の分子機構を解明するとともに、
DNA 複製や細胞周期制御などを含んだ DNA 代謝ネットワーク
と染色体不安定性の関連性の観点から新たな治療戦略の基盤研究
を進めている。

http://www.cdbim.m.u-tokyo.ac.jp/

異数体の原因となる中心体断片化

相同組換え修復の分子機構
相同組換えと非相同的断端結合の選択機構
DNA 再複製の分子機構
染色体数的異常の生成機序
減数分裂特異的組換え遺伝子の機能解析

●

●

●

●

●

Molecular Radiology / 
Radiation Biology

動物資源学部門 / 動物資源研究領域   Animal Resources /  Animal Research

動物資源学部門では、脳機能、特にシナプス可塑性や活動依存的
な神経発生、個体レベルでの記憶学習の分子基盤を明らかにする
ため、グルタミン酸受容体やその下流分子であるシグナル伝達分
子の遺伝子操作マウスを作製・解析している。また、動物資源研
究領域では、動物福祉に配慮して動物実験が適切に実施されるよ
うに、動物実験施設の管理運営、動物実験計画に対する助言、実
験動物学の教育等を行っている。

代謝型グルタミン酸受容体 mGluR1を欠損したマウス

遺伝子操作動物を用いた脳研究
発生工学における技術開発
シグナル伝達病モデル動物の開発

●

●

●

医工情報研究領域  Research Resources and  Support -Bioinformatics

情報ネットワーク・情報処理技術による医学研究支援と医療の質
の向上を目標とし、研究科ネットワーク・各種サーバー管理など
の実務に加え、医療情報の標準化・臨床医学ターミノロジー / オ
ントロジー・自然言語処理・知識推論といった医療情報分野の知
識基盤と基礎的技術に関する研究、さらにそれらの診療現場への
応用技術の研究を行っている。

http://www.cdbim.m.u-tokyo.ac.jp/

医学研究支援電子計算機システム

ネットワークを利用した医学研究支援
臨床医学ターミノロジー・オントロジー
医療情報の標準化と情報モデル
自然言語処理と医学医療分野への応用
知識推論処理と臨床現場における診断支援システム

●

●

●

●

●
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国際交流室 The Office of International Academic Affairs

国際交流室は医学系研究科長の直轄組織として、国際交流委員会の決定事項
に従って、1）国際教育交流 ( 医学系研究科・留学生の教育・研究上の相談・
支援 )、2）国際学術・研究交流（東京大学医学部学生の海外短期実習の相談・
支援及び海外の大学医学部学生の受け入れの相談・支援）、3）医学系研究科・
若手研究者の海外留学の相談・支援、4）医学英語の講義実施及びその教材
の開発、を主として機能・活動を果たしている。

http://koryu.m.u-tokyo.ac.jp/homepage00.html

医学図書館　Medical  Library

東京大学医学系研究科・医学部医学図書館は、本学部における教育、研究のた
めの総合的施設として、1961 年 11 月に開館しました。以来、今日に至る
まで、質量共に充実した図書館活動を目標として努力しています。
当館は、全面開架方式を採用しており、館内の資料は、自由に閲覧することが
できます。

http://www.lib.m.u-tokyo.ac.jp

所蔵資料
　蔵書冊数	 和文	 111,986	 欧文	 168,592	 合計	 280,578
　雑誌タイトル数	 和文	 3,295	 欧文	 2,355	 合計	 5,650
来館者数	 73,994 人
貸出総冊数	 11,514 冊

●

●

●

Institution
教育研究関連施設
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MD 研究者育成プログラム室  Medical Scientist Training Program

MD 研究者育成プログラムは、医学部生が早いうちから最先端の基礎研究に
触れて、研究者としての姿勢を体得することを目標として平成 20 年度から
運営されています。各学年 10 人程度の履修生には、医学科の通常のカリキ
ュラムと並行して、時間外に、基礎医学ゼミ、英語ゼミ、研究室配属、フリ
ークオーターなどで基礎研究に触れてもらいます。また、短期海外留学、学
会派遣、他大学との交流を通じて、基礎研究を志す医学生のネットワークの
形成を目指します。

http://www.ut-mdres.umin.jp/

健康と医学の博物館  Museum of Health and Medicine

「健康と医学の博物館」は、東京大学医学部・医学部附
属病院の創立 150 周年記念事業の一環で計画されたも
ので、平成 23 年 1 月 20 日に開館した。開館当初の常
設展では、明治初期の医学書や医療器具、石原式色盲検
査表、本学で開発された胃カメラなどを展示した。企画
展では、医学・医療の進歩への理解を促すための展示を
展開している。第 1 回企画展では、東京大学医学部・医
学部附属病院の起源に因み、「感染症への挑戦」と題し、
様々な病原体、天然痘に対する予防接種（種痘）の歴史、
本学および本学出身者が明治時代以降に行ってきた感染
症に関する研究、取り上げられる機会が多い感染症を紹
介した。今後は、年３回の企画展の模様替えを行い、来館
者向けのイベントを開催する。
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医学教育国際協力研究センター
医学教育国際協力研究センター（IRCME）は、国内外の医学教育（医
療専門職教育を含む）の発展と向上に取り組む部局である。学内におい
ては、医学部の教育に新たなカリキュラムを導入すると共に、海外の専
門家を招聘し、医学教育に関する最新の知見を情報発信している。学外
ではアフガニスタン、ラオスなどアジア地域などを対象とし、医学教育
という切り口における国際協力プロジェクト、研究拠点形成を展開して
いる。

http://www.ircme.u-tokyo.ac.jp/

アフガニスタンでの PBL の取り組み

The International Research Center 
for Medical Education

Center
関連部局
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東京大学大学院医学系研究科・医学部
医学系研究科長・医学部長　宮園浩平

〒 113-0033　東京都文京区本郷 7-3-1
電話 03-5841-3303 ( 医学系研究科・医学部 事務部 庶務係 )

http://www.m.u-tokyo.ac.jp 
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